




















受け、原発巣検索目的で施行したPSAが1827 ng / mと異常高値を
認めた為、当科を紹介受診となった。前立腺針生検を施行。病理診




始。治療開始後1か月でPSA値は8.501 ng / mlと下降し、3ヶ月後に








































































rSO2 モニター TOS-OR の使用経験
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【はじめに】脳内酸素飽和度(rSO2)は生体に赤外線を照射すること
によって非侵襲的・リアルタイムかつ定量的に測定できる脳循環評
価法である。当院はコヴィディエン社製INVOSTM5100を用い、大
血管置換術症例の選択的脳灌流を始めとして心尖部送血症例などで
rSO2値を測定し脳循環の指標としてきた。今回、フジタ医科器械製
TOS-ORを借用し臨床使用する機会を得た。TOS-ORはリユーザブ
ルセンサーを用いrSO2やヘモグロビンインデックス(HbI)を測定で
きる機器である。TOS-ORで測定したrSO2値を当院で使用している
INVOSTM5100のrSO2値と比較検討したので報告する。
【対象】2012年8月から12月でTOS-ORを使用した10症例のうち、
INVOSTM5100と併用してrSO2値を測定した5症例を対象とした。
【方法】TOS-ORのトスセンサーとINVOSTM5100の成人用ソマセン
サーを患者前額部へ縦並びに貼り、2機種の同時刻におけるrSO2値
を各症例から一定数抽出し、Pharmaco Analyst Iを用いて相関係
数を求めた。相関係数は5症例のうち中等度低体温を用いた3症例
(moderate群)と、超低体温を用いた2症例(deep群)に分け算出した。
【結果】相関係数はmoderate群でr=0.88、deep群でr=0.81であり、2
機種のrSO2は両群において強い相関を示した。
【考察】2機種のrSO2値は算出方法の違いにより異なる値を示したが、
両群において強い相関を示したことからTOS-ORはINVOSTM5100
と同等の性能であると考えられる。また2機種のrSO2値は人工心
肺操作におけるイベントに対しての反応に時間差はない印象で
あった。TOS-ORはリユーザブルセンサーを用いることによって
INVOSTM5100に比べ経済的に優れ、rSO2値の測定以外にHbIが測定
可能であり脳循環評価に優れていると考えられた。
【まとめ】TOS-ORを借用しINVOSTM5100と比較検討した。rSO2値
測定においてTOS-ORはINVOSTM5100と同等の性能であることが示
された。
-開示すべきCOI関係にある企業等はありません-
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